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まえがき

｢サウジアラビア紀行｣が本誌N限136～エ38紀掲載慈

れた頃筆者は蟹ルダンとの国境に近いサウジアラビ

ア北辺の地ヘジャｰズ山脈の内ふところの一角でキ

ャンプ生活を送っていた.通信1連絡も思う紀婁か世

ない辺境の地で調査業務に従事していたこともあって

心ならずも｢サウジアラビア紀行｣の掲載を一時中隊せ

ざるを得なく狂った.延べ3年間にわ花るサウジアラ

ビアにおける鉱物資源調査業務を終って帰国しだ今再

び現地事情を紹介するためペンを握ることになったが

諸般の事情と文才に乏しい筆者の記事カミどの程度読者に

とって役立つかはなはだ疑問である品196?年5ハ鯛

夕刻金波をちらすスエズ湾にほ静カ状落陽を送る20隻

余りの船舶の平和衣姿があり焼けただれたようなシナ

イ半島の峻険にも砂漠にも風雲を告げる何物もみら

れなかった幸しかレ…

放漫の民の祖團復撮

醐5牢世界を恐怖の底は陥入れ危篤簑次抵界大戦も

終結し破壊の申で死におびえなカ走ら靭&疲れ果てた

世の多くの人々ぽはようやくしあわせの光か訪ずれよう

としてい花.長かっ花戦争の終結最愛の夫1子供を

して父危ちは生きる喜びをかみしめな淡らそれぞれ

の母国へ帰って行りた｡家族との再会そして明目へ

の希望だとえ一時の恐怖･愁えカミあったとしても各

人各様の喜び秘この時ほぜ世界の隅冷漢でわ書止η花ζ
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第1図中東地

域観念図

ユダヤ人の頭上には又しても試練の槌がふり篤ろさ

れ花のである.パレスチナ戦争の勃発それはよう

やく祖先の地に帰り得た丑タヤ人にとってほ再び放浪

の鼠と化すが凄たは独立園としての輝やかしい栄誉

を得るかの二音択一を追った大試練であった.

チグリス1ユｰフラテスの2大河がうるほす豊饒の地

メソ栄ダミアの草原に家畜を飼い平和な暮しを営ん

でいたユダヤ人はその後パレスチナヘ移住しその

一部はさらに西方のエジプトの土を踏んだ､(第1図)

しかしエジプトの地はユダヤ人にとっては安住の地で

はありえなかった.そして平和た暮しへの希望の灯

は時のエジプト王の圧政と弾圧の下に時を経るにつ

た.放浪の旅ペリシテ人との抗争等苦難の道をた

どらなければならなかったユダヤ人はこれを期に再

び放浪の民と化すことをおそれようやく帰り得た祖先

の蜘押分の国を築くことを醤った｡そして彼等は

モｰゼの死後その後継者となった饗シ畿アの下1び2支

族を結集し砂漠の神呼ハベ紀忠誠を醤って団結を固め

紀元前n世紀遂にダビデ玉を支醜者とする大違合王

国年麓設したζの王国はダビデ王の子ソロモン玉の

時代まで大いに栄え人膚は世にいヅソ減モンの栄華｣

に酔いしれたのである､しかしその栄華も外敵につ

け入る隙を与え匁かった傑出した指導者ダビデ玉㌧狽

そン王の卓抜校統率の下にあってこそ安泰であったわけ

でソ祭モン王の死後はかなく消え果てた｡

饗を共にした王2支族はこれを期に工C支族の集団に

よる北王国と2支族の集団による南王国とに分裂し遂�
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にはこの世から抹殺されるに至った､大国の権勢と

栄華を羨望の員でみる隣国の人命それが乱世であれば

あるほど羨望はねたみへねたみ賦さらに権勢倒崩の

策路へと変って峰く,そしてこの大王国の分裂を待ち

かまえていブζかのよう紀北上園と南王国への隣国の侵

攻カ欄姶されたまず北王国がアッシリアぽよって滅

ぽ慈れその生き残った人々はトレイとして連れ去ら

れ花添その後どのような運命を危どってぎこへ去切て

行ったのかいま花に明らか記されていない｡これが

有名た｢ロｰスト1テン1トライブス(失な素)れたエ0支

族のナゾ)｣である.残された南王国も北王国の滅亡

後聞もなくバヒ回ンによって滅ぼされその住民は

バヒ貝ンに連れ去られたカミ後に赦されてパレスチナの

土を踏んだ.しかし彼等はやはり暗い運命から

脱れることができなかった､ユダヤ教の一分派の精神

的指導者キリスト浦シオンの丘ば鶴れて後聞もなく当

時の支配者ロｰ帰帝国に反抗し花ユダヤ人はその都シ

ュルサレムを炎の刺ζ失い遂に放浪の旅路を花濠る

なげきの民と化し神によって約東されたカナンの地を

後にしたわけである｡紀元前70年今もその名を棋に

残すエジプトの美妃クレオパトラの死に先んずること40

年のことであっ淀輯

パレスチか戦線

世界の爆裂火口といわれる中東地域の危機をほらんだ

複雑稼動きは大きくみてアラブとイスラエルの対立

とアラブ諸国のそれぞれの立場による政策の不一致に基

因する問題の発生によって特徴づけられているとみなさ

れよう岳

一アラブとイスラエルとの対決は近世に起こったもの

第2鰯a.老舳せか至⑰滅を授か撒爽を

膏･棚鬼義ふ…繁(愁…媛)泌

ではなくその歴史をひもとけば皿タヤ人がパレスチ

ナを遣われた時にさかのぼる血放浪の民ユダヤ人の祖

先の地紀馳する望郷の念は一入強くそれはや秘で祖国

復活の道を拓くシオ器ズムの発生と運動の展開へと進ん

でいった､パレスチナの土地カミ3000年来の皿ダ中人の

故郷であるζとは舜の余地なく史実が証明する.しか

し漢淀この土地がアダブにとってもおよそ工500年

来の宗教上の墾地であることも事実である(第3図)｡

そしてこのζ&秘アラブとイスラエルとの対立の根本的

要困と怒った｡1930年代に入る&アラブはパレス

チナ復帰の遺を固めつっあつたユダヤ人遣放のス滋一ガ

ンの下紀テ蔦行為を繰り返しユダヤ人もそれに対

抗してテ湧行為を行なうに至り両者の間は目を増す

にっれてより複雑かつ倹悪な状態へおちいっていった

のであるがユダヤ人に一層の団繕を固めさせ建国

の道を短かめさせたのは当時のイギリスのこの地域に対

する政策にあつ花ともみられる岳

アヲブの度重なるテロ行為に対して厳然たる態度での

ぞみ得なかったイギリスの統治機関に対する建国の意気

は燃ゆる蕊ダヤ人の怒りば遂にパレスチナ問題を国

連の討識忍かけるこあをイギリスに提唱させその結果

国連カミユダヤ人に独立国を与免るζとぽ狂っ花からであ

る,そして脳7年蟻月祖先の地パレスチナに人口約

65万のイスヲ浬ノレという独立国カミ誕生した｡しかし

ユダヤ人追放をス豚一ガンとするアラブはバレスチナ

に裡佳するアラブ保護の名の下にイスラエルに対する

テ潔行為を激化し世の平和がよ雪やくよみ沸えろうと

していた1948年っいて両者の対決パレスチナ戦争カ渤

発した.その結果はどうであ棚たか由武器さ克乏し

簾婁魑b.ふ一サ山の頂上逝く1ζ蟻つ窮轟閲

St.C壁幽甑i口教会

c.ムｰサμの頂上近くにある国教寺腰……�
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いイスラエノレ軍の前にアラブの軍勢はもろくも崩れ去っ

花のである.そして1949年国連の介入によって両

者の間に休戦条約が締結され当時の毅前線が休戦ライ

ンとなりアラブ軍は兵を退いた(篤遂図)｡もしこの

時国連の介入がなかったならばアラブはより以上の打

撃をうけ敗者としてのきびしい現実を余議狂くきれた

ことだろう･アラｰの神の御加護のおかげかどうかは

知るよしも狂いカミ国連の介入がアラタ側はとって

時の武神のような役割りを果たしことは否定で書ない.

休戦条約が締結されたとはいえアラブ諸国の中にはこ

の条約に調印しなカ･った国もあり裏た調印し施国で

さえもその多くはこれを一時的休戦としか理解したかっ

たこのことはアラブとイスラエルとの対決が完全

終結に至っていないことを意味し再びアラブとイスラ

エルとの武力対決の場が多分に残されていることを示す.

エジプト王政の崩壊と革新政権の誕生

パレスチナ戦争休戦条約調印後およそ3年を経た1952

年貧困にあ克く国民の忍従の上に権力と金力の座に

豪薯な生活を送り宮廷内の腐敗と相まって国民の非

難の的と狂っていたエジプト王ファルｰクｰ世打倒の流

血革命かムノ･ンマド･ナギブの指揮によって行われ文

明発祥の母ナイノレと共に生きたエジプトの王政はもるく

も崩れ去った(第5図).しかし厳密にいえばユジブト

本来の王政が絶えてからこの時まですでに3螂隼の

歳月が流れていた.エジプト最後のコアラオ王朝の統

治カミ終ったのはイスラエルの民がモｰゼ紀率いられエ

ジプトを脱出して後925年紀元前525年⑳ごとであっ

た.その後エジプトはギリシアロｰマ1アラブ･

トノ的によって征服されて被征服普あしての忍従を強

いられ近桂ぽ入りてからはイギリスの権力下にあった｡

工922隼孤ジプトはイギリスによって独立を宣奮窓れ花か

マケドニア(現在のユｰゴスラビア･アルバニア地方)

出身のムハンマド岳アリが築いた王朝に属していたファ

ルｰクｰ世の統治下ではその独立宣書は内容を伴わ

扱いうわべだけのものにすぎなかった.そしてファ

ルｰク王は英帝国陸海軍の厳重柱監視の中にあって

統治者としての実力も権限もなくいたずらに快楽をむ

さぼる惰落の淵に陥入っていった.しかしその蔭に

は腐敗した宮廷と政治家達を一掃しエジプト人の手に

よって統治されるべき輝やかしいエジプト建設を誓う

たくましい人海の中に一人の青年将校の姿があった.

五身18年エ月15目に下級官吏の子として生れ当時新進

気鋭の少尉であったガマｰル1アブデル1ナセルである.

ナセルかごの世に出る第一のきっかけとなったのは子

供の頃から夢みてい危軍人になったことである.'1936

年ナセルは陸軍士官学校への入学を試みたカミ財産は

なく下級官吏の子にすぎなかっ花彼には1935牢の反

英流血デそ紀おげるアクティブな活動はる要注意人物

としての警察の目もあって果たされ衣がった.失望

し花ナセルは同年法学部の学生と匁りマルクス･レ

ｰニン孫文讐の書を読みふけった｡この年イギリス

とエジプトとの間にエジプト条約が締結されエジプト

は英国の軍事占領と保護国制度の枠からのがれること

を得たカミ英軍基地の存続を規定したこの条約によって

完全な自治権を得るに至らなかった.このことは血気

さかんなナセルの激しい噴りをかったが運命の皮肉と

いうがこの条約の締結によって軍隊の増強を余儀なく

されたエジプトは1937年は陸土の募集を行なうことを決

め一時は軍人として生きる聖を捨てたナセノレは友人

のすすめで再び受験晴れて軍人としての第一歩を踏み

だすことを得た･この当蹄ナセルはすでに人を威圧

するに居る体躯⑫涛霊で移り花らしく鰹圭入学⑳糞現

第婁團翌･ユルサいム釧置擁壁この擁壁の刺ζ率リ汲ト逃渕

の場十字架を背負って歩かさ身沈孫タタミの遣マ

^ケットなどがある

簾獺し峨れム鰍功卯幻1いルヘム(キリ

スト生誕刎毯)へかけて愈たらか扱豆が続くこの写

真はその典型的な風景を示す�
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もその体躯に魅せられた試験委員長の推薦ぽよったもの

といわれている,

ユ938年7月工目ナセルは同期生アブドルハキム

ァメノレらと共に陸軍少尉として陸土を巣立ち部隊へ入

っ淀吉革命の意気に燃え革命の本質を知)っくして

いたナセルは!939年五月工船友人たちが開いてくれ

た誕生祝の席上にの会合カミ歴史的祖会合となりこの

友情か永遠であるζとを誓おう｣と呼びかけて同席の

友の同意を得た｡厳冬の夜のこの警が有名たkンカ

バｰドの協定｣でありここにエジプト革命の最初の芽

か生じたわけである｡

それから3年第2次世界大戦の渦中にあってアフ

リカ戦線ではロンメル元節磨下のドイツ機械化部隊とモ

ンゴメリｰ元帥塵下の英軍が血みどろの戦を繰りひろげ

両者の戦はボイッ軍優勢の申に進展していった(第6図)苛

当時イギリスの権勢下にあって解放の賞を待ちわびてい

たエジプトの大衆はドイツ機械化部隊のエジプト侵入を

｢解放者の来訪｣として心待ちにしていた吉そしてそ

の期待はドイツ軍のリビアの首都奪取を機に反英斗

争のデモヘと変っていった,浸ンメル将軍の破竹の進

撃に呼応したエジプト国民の喜びに溝ちあふれた反英斗

争勝利は目前であった｡しかし国民大衆の努力と期待

もむなしくはジプト条約を必死に守り抜いた親英派

のナバスｰパシャを首相に任命するかまたは退位する

かJの二:渚択一を迫ったイギリスの圧力に屈したファル

ｰク王の王位に対する執着心によって解放の夢は破れた.

この期を利用して体制を立てなおし危そンゴメリｰ元

帥磨下の軍は灼熱のリビア砂漠でロンメル将軍麿下

の部隊と天下分員の戦車戦を展開しっいに勝利を得た｡

そしてエジプトでは英軍の勝利を後楯としたナバス1

驚遵鰯ア管ブ灘蔑の部落ジエリ邊郊外

バシ中の弾圧の千カ掴民の上にのび言論1はる政府攻

撃すら全く許されず自由奪回を冒的として団結したナ

セル派の貞南将校団の言動もきびしく監視されるは至っ

た｡特高組織による弾圧ぽ終始したナノ･スりくシャは

2年魯泌月後に権勢の座からおるされその後任者とし

てアハマド1マペルカミ指茄された｡しかし彼は権

勢の座を碍で約8湾月後敗戦は時間の問題とされてい

たドイツに宣戦布告して毘族主義者の怒をかいその目

の議会のだ芯申で暗殺される悲劇の運命をたどった｡

篤纂次棋界大戦を通じて中東諸国は大国の季ぽほんろ

うされっずけた妻)けであるがその渦中にあってサウ

ジ･アラビアは膨大な石油利権料によって近代国家

建設の遺をエジプトは自粛将校団を中心ぽ革新政権の

樹立へそしてイスラエルは父祖⑳地に建国への遺そ歩き

つずけた｡'1948年6月ユ5目にイスラエルは独立を宣富

しエジプト首相は翌16目エジプト軍ぽイスヲ皿ル

侵入を命じここにパレスチナ戦争力渤発した丑エジプ

ト首相はこの作戦カミ勝利の中は短時賢で終ると楽観し

ファルｰク王は自己の権力の座を為ひやかす自由将校団

の消滅を予期したがこの戦の結果は首相の思惑とは

うらはらにエジプトの惨敗に終り自由将校団の団結を

第5図a..モハメッドアリの邸宅と庭

鶴5翻i〕｡ア茅バスタｰで造蔭叔ているモハメッドアリそズク

(回数寺院)の串鑓�
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パレスチナ戦争終縞の翌扇から黒ジプトは次窮に

革命前夜の情欝に入り高官の暗殺ファルｰク玉をは

じめとする王宮と政府の対立そして革命を決定づける

端緒は奇しくもファルｰク王によって与えられた.

孤立からの脱脚を計ったファルｰク王はかって人民の

非難を一舜紀浴びたナバス1パシャを再び登用したが

ナバス･パシャの政策はエジプトを経済危機に陥入れる

ことになった嘗分か播い花種は自分で刈り取るのは

人の世の扱らわしであるがしかしその刈り取り方に

よってはその種は決して死に絶克はしない.ナバス

･バシャは自己の播い淀経済政策カ婁不首尾は終ると

そのうめ合せを国民の精神的満歴は訴えようと計りか

つてはイギリスの権勢を後楯として悪政の上に弾圧をも

って人民ぽ対したこおを招くびにも出さず特別議金を.

招集して一方的にエジプト条約の破棄を宣言した山

これを機にイギリスをエジプトのはげしい対立が起こり

エジプト人ゲジ列はるイギリス軍紀対するテ箪行為カ茎

続発した｡イギリス軍とエジプト軍との戦エジプト

人による暴動は日増しにはげしさを加え1952年!月26

目暴動の一大饗宴として知られる｢黒い土曜則を頂点

として次第に凝集の力はイギリス側に勝っていった.

しかしこの暴動のホコ先がイギリ余人金持の娯楽設

備およびイギリス系の建物に集中されたことはこの暴

動秘いかによく統率されたかそしてその目的が何であ

ったかを示すものとして注目される.
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この暴動の発生によって自由将校団を中心として計

画されていた革命の賢は早くなり蝸2年7月凄2貿軍

隊の指揮権を完全に掌握して文官の権力を制圧しファ

ノトク王の退位を実親して人民のための政権樹立を目

的とした流血クｰデタｰに突入したわけである.クｰ

デタｰは成功裡にあっけなく終結した.7期蝸

ファルｰク王は生後わずか6ヵ月の王予を腕に抱く王

妃ナリマンと共にようやく暮れなずむ皿ジプトの地を

はなれ愛用の響ット｢マハルｰサ｣号をかって再び

故国の土を踏豪ぬ青い地中海へと旅立っていった.ヨ

ットの船出&共に天にとどろいた21発の砲声カミ去り行

く王へのはなむげであったかあるいはエジプトの新

しい夜明けを祝うものであったが私には判ら狂い.

(第7図)

クｰデタｰの最高指揮暫ナギブ将軍か初代の革新政権

首相の座につき翌年エジプトは共和園を宣書した竜

ユ95逐年ナセルがナギブ将軍に代って首相の座はつ曹

英軍のエジプトがらの撤退を取りつけた.19δ6年ナ

セルは初代大統領ぽ就任しアラブ諸国の指導者とし

て大きく篤一歩を踏み出した｡ナ竜ル36歳の秋王1

月のことである畠

彰ナイ戦幾

パレスチナ戦争休戦条約調醐後お漠そ6隼を経た互嚇

難解放慈椛愁團厨の喜び⑳瀞淡磐隠茜ぶれアラブ違禽

は淡継ルを酋梱竺する革新政権の下でけスラ落ル團

鎌⑳創造はわれわれの時代のも搬&も重要溶欝件の一つ

で凝る,いやわれわ瓶の文閑の歴史繕潟は嵩最愁璽

繁秘つ璽犬猿影して最も幾商な撃件の一っ溶ので踏

的&その旅行書張述べ彪潔茅シスの塙優ジ泳汐ルイ

･パ濃オゆ屍方とは全く逆にあく凄でもイスラエルの

存在を否定し攻撃の準備を進めつつあった.そして

第7翻勿イ樽の韓嚇広艦�
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かった岳

イスラエルはこの軍泰カの増強をすばやくキャッチ

しこれが再びイスラエルに対する進攻を員的としたも

のと判断し緊張の度を加えていった庄テ奴行為の激

化が始って後およそエ年1956年王0月アラブ連合とイ

スラエルはシナイ半島において再び戦を交えここに

シナイ戦争の勃発をみた､軍婁カを誇るアラブ連合と

旧式の武器を手にしたイスラエルとのこの戦の結果は淳

うであったろうか､戦闘わずかに5ヵ月半またして

もアラブ連合敗北の申にこの戦の幕はお
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篤9図シナイ半島要図

シム家出身の玉ぽよ欄て治められてい淀嚢ルダンおよび

イラクとはやはり相容れぬ立場にあった岳しかしそ

れから更年の後サウジアラビアはヨルダンおよびイ

シナイ戦争後のアラブ諸国

イスラエルとの再度の戦は敗れたアラブ諸国はイス

ラエルに対するアラブ諸国の一層の団結を計りアラブ

首脳会議を開催することに同意した.しかしアラブ

リたこの戦争の終結に際しては国連

および各国の複雑放介入があり舞台褒で

の暗躍は胃に余るものがあった､しかし

ここでは私たちはこの戦に勝利を得たイ

スラエルがアカバ湾の自由航行権テ綴

行為の全面中止アラブ連合国引レダン1

シジァ等による脅威の完全除去を得て卵

東におけるその存在位置を高め国民すべ

てが戦士として自園防衛に外二1たこと

を認識すればよい.

この頃までサウジアラビアはアラブ

連合およびシリアなどと友好関係を保って

いたが昔からサウド球&対立してきたハ

第§魑タブｰ争の郷ζ酬鵬琶ルダンと彩團蟻か蔭約滋⑪㎞エほなれたサウジアラビア

最北端の箪寮慧錐である�
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諸国それぞれの内部事情の差異による相互間の複雑な関

係が続発しアラブ統一は困難であった.それが何に

基因しているかということについては多面にわたるい

ろいろの考え方ができるのであるがわれわれの念頭に

まず浮ぶのは産油国と非産油国との経済力の美保守

(王制)派と革新派との政治的思想の差異である.し

かし同じ革新陣営の中にあっても意志統一は中々困難

でありそこにアラブ特有の民族間の異和が浮彫りにさ

れる.たとえばアラブ統一の先頭に立ったナセルの

呼びかけに同調したシリアは1958隼3月アラブ連合

と共にシリア･アラブ連合共和国を創設したカミ経済的

に豊かなシリアと貧困ぽ騎ぐアラブ連合との統一は所詮

無理であり｢この連合はシリアをアラブ連合化する｣

と解するシリア人の不満と相倹って切角生れたシリア

･アラブ連合共和国は創設以来わずか3年7ヵ月の後

1961年10月に分裂した.またアラブ連合シリア

イラクは誓を共にして国旗を制定したものの1ヵ月後

には分裂し現在狂おこれら3国力洞じ図柄の国旗を使

用するという珍らしい境象さ定生れた｡

革新陣営の中に断続して起こるこのよう瓶集合離散の

現象は多分国内においては貧困がらの脱出を計り

対外的にはより豊かな国と軍事力とをバックにして革

新陣営の勢力の増大とその頭領としての磐石の地位を築

こうとするナセルの政策とアラブ連合との連合による

損益計算の現実に則して政策転換を計る国の方針との

不一致によって起こるのであろう.まして保守派と革

新派との統一がイスラエルを共同の敵とすること以外

困難校ことはいうまでもない.そしてこのようなアラ

ブ講国の統一のむずかしさカ室ひいては1967年6月に

勃発した中東戦争において三度アラブかイスラエル

に敗れる要因となったのであるが保守派と革新派との

対立をより一層激化さ音たのはイエｰメン間題であろう古

シナイ戦争のぽおぽりがようやく書め池粥?年以後

沸汐ジァラビァはそれ凄で射立関係にありた旧敵議汐

ダン潟よびイラクおの友好関係への遺をたど烈芯｡そ

の政策転換のもっとも大きな理繭は時の琳汐ド玉か

蕪命児ナセルが反五綱甜親典反旗欧鰯楓奉理念に並脚

していること赫朗瞭ぽ枚りたこおぽ対誠篇壬綿胸家澄し

ての脅威を感じたことおよび宥棚の輸蝪を茨茅ブナシ

翼ナリズムとい多大義塙分の道具1艦&杉で輩新派夢消

頭を属的としてい葛と判断し淀が杉で潜る､忽うじて

保苛派を代表するサウジアラビダお蕪新派を代表沸葛ア

ラブ違含との伸は次第終悪化しっレ派はイ泌一潔※欄

題を媒体として険悪溶状態へ部繕っていった曲

世界で一番神秘的な園といわれていたイエｰメンは

国土の2/sを200c～2600狐の高原によって占められ雨量

も多く古代文明発祥地の一つとして知られ紀元前/0

植紀に奴隷制国家として誕生した.降雨量は年間!000

脈蘭を越え土壌の肥沃匁この国はアラビア半島では

確が紀最高の楽園であったにちがいない.しかしこの

楽園はその後サラセン帯国およびオスマントルコの権

力に屈し自治権が認あられだのは!911年のことである.

って革命派は即位後!0目もたたぬ発ハメット王を追

放しイユｰメン1アラブ共稲国を樹立した.しかし

難を脱れた王妃忠誠を誓う者も多く彼等は王の統率

の下に山岳地帯を根拠にして革命派に対する徹底的

抗戦を表明しこの神秘に開きれ花園は王統派と革命

派との修羅場と化し志を同じくしてイスラエルに対抗

することを誓ったアラブ諸国はこれら両派の勢力争を

軸として相離反する遺をたどることになった一イエ

ｰメン革命は一応成功したが王統派赫健在である

かぎり革命政権の莞全な安定はありえなかった.そし

でついに革命政権援助のためのアラブ連合軍の派遣い

いか免れば外国軍隊の介入という険悪扱事態をひき起

こすに至ったのである｡

革命政権の完全樹立はイエｰメンの場合明らかに

王統派の潰滅を意味しこのことはひいてはこの国

と境を接するサウジァラビァヘの革新勢力の浸透の大き

匁可能性を示す.そのため革新派の存在を否定する

淡籔漢アラビアは王統派の懇請もあってその援助にふみ

謹湖繍功であるがサウジアラビアの王統派援助とア

茅グ連合の革命派援助との間には大書校相違があること

は濠閏篶救ければ扱らない｡それはサウジアラビアが

派兵せず物質の援助にどと窒ったのに反してアラブ

連合秘武籍弾薬はもちろん7万の軍隊を直接戦の湯に送

烈総決功歴然たる事実である｡そしてアラブ連合は

蕪締派援助によって一麿の経済悪化を招きナセルは

外鰯からの援助による武籍弾薬をそ¢)兵と共に対イス

茅汲汐に使用せず同胞でもあるアラブ殺傷のために使用

篶科渇というアラブ諸国の批判を招きその政策を強

力紀沫すめるのに反比例して自己の立場を苦しくしてい

く遼を花どっていった.�
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何時果てるとも知れないイエｰメンの内戦はサウジ

アラビアおよびアラブ連合にとってはもちろんアラブ

諸国にとってほ大きな損失でありひいてはイスラエ

ルに対するアラブの勢力の弱化を招くおそれが十分にあ

った.

苦境に立ったナセルは1965年夏サウジアラビアを

訪れジェッダの玉宮(鶏10図)でファイサル国王に会

見してイエｰメン間題は関して発生した混乱について

深く詫びクｰデタｰ発生後3年を経て王統派と革命

派との休戦を決定するジェッダ協定の調印に成功した.

ナセルが滞在したエ週間両者が親しく語り合った王宮の

広間は豪華なシャンデリアの光に吠えこの協定の調印

を祝福するかのようにジャスミンの甘い香りをふくん

花そよ風が夜空に浮ぶ王官をつつんでいたが市内は

遇発し恕停電の危めに護るでこの協定の将来に不吉匁

霧を投げかけるかのように暗黒の中に息づいていた,

イユｰメン問題を媒体とするアラブ諾園の分裂は過

去3圓のアラブ首脳会議とこのジェッダ協定によって

解消されるかに見えたが問題はそう簡単には片づかな

かった丑イエｰメン問題のような事変後の処理は相

対立した2派が健在である場合にはとくに戦後処理を

担当する政権樹立を中心としてきわめて困難である.

ジ皿ツタ協定は

1)即時休戦と休戦監視委の設置

2)1966年9月までにアラブ連合軍の完全撤退

3)サウジアラビアのヨ王統派に対する軍事援助の完全即時

停止

遂)工966竿1ユ月23目巌でに扇氏投票によ答新政敵)樹立

5)1966竿1蝸にデエｰメンの各層を代爽する50名による

園長投票実施の方法1時期おぶび禺氏投禦実施に至る

までの間の統…暫遼政権の設定

等の決定を目的として調印された.イェｰメン国民

に真の平和をもたらす新政府の樹立は双方が願うところ

ではあったが暫定政権の設定についてサウジアラビ

アと王統派は両派からの人選を主張しアラブ連合と輩

命派は革命派だけによる政権の担姿を主張して双方ゆ

ずらず切角のジェッダ協定も調印後およそ2ヵ月を経

て白紙同然となりイエｰメンでは再び戦の火ぶ淀

が切って落された｡アラブ諸国の再度の分裂はこれ

を一つの機会として表面化したがこれ以前すでに潜在

していた､｢アラブ難民のパレスチナ帰還と19遂7年の

国連分割決議の実行を条件にイスラエルを承認しよう｣

というアラブとイスラエルの共存論を提口昌したチュニジ

アのブルギバ大統領に対する勢難および世界中の回教

国の首脳会議の開備を呼びかけたファイサル王に対する

革新派の非難である.ファイザノレ王のこのよう放呼び

かけは回教国の一層の提携を招来するものと思われる

のである秘アラブ連合を主とする革新派ぽよっては帝

国主義者との結托を目的とした陰謀であるととられたわ

けである抽

戦完ども攻めれども完全な勝利を得るに至らない革命

軍とアラブ連合軍を向うにまわして王統派の軍隊はフ

ランス貴族の出と称するブルｰスりシデ参謀長の指揮

の下に神出鬼没の巧妙な作戦を展開し目を増すにつれて

アラブ連合軍と革命軍の損失は増大していった.不安

定な革命政権援助のために軍事援助を停止することが困

難なアラブ連合にとってはこの戦は一つの大き狂誤算

であり経済事情悪化の大きな原因&なった.一方

ナセルの立場はサウジアラビア領土爆撃に対する当該国

の非難および毒ガス使用事件に対する1967年五月31目の

イギリスの非難等によって対外的には苦境に陥入って

いったそしてアラブ連合およびイ汲一メン革命政権

は1967年婁月に相次いで起こったチ猟ユジアおよび男

ルダンの共和政権承認撤回によって一層不安をかきた

てられたわけである.

1966年7月22目ナセルは革命14周年を祝う演説の

申でブ反動派諸国はアラブ首脳会議を革新派講園に

敵対するために利用しているJと述べてサウジアラビア

を卵心&する保守派をはげしく非難するとともに曼月

に予定されている篤遂圃アラブ首脳会議の闇値の無期延

期を各国に纂請し恕由7月3蝸妙敷ジァ賞ビア縁ζ

の非難紀対しで竈もじ第遂圃アラブ首脳会議が開催窓

れ触沌蔭はサウジァ茅ビアは首脳会議およびその

関連機関への出席を拒香し一切の分担金策払を停止す

るJ&表明し恕､�
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皿㎜保守派

巨ヨ中立(間)派

□未独立･土侯国(196仙｡O現在)'申

第11図アラブ諸国勢力分砺図

ア1イラク掘アルシ猟リア1イエｰメン(共和派)等の

革新派に分離し(第11図)王螂年δ月以降｢現在のアラ

ブ連盟はアラブ連合の政策に奉仕する機関はすぎない｣

としてこれをボイコットしてきたチュジニァと｢過去3

回行なわれた首脳会議においてサウジアラビアが行なっ

たすべての約束を凍結するζとに決定したJむねアラ

ブ連盟ぽ正武に通告したサウジアラビアの強硬匁態度に

よって大き在危機を迎えた.サウジアラビアが首脳会

議において約束した項目の中には

1)イスラエノレの水利用妨害のためのヨノレダン川の分流計

画の分担

婁)アラブ連合軍創設計画

3)パレスチナ解放軍創設維持費の分担等

アラブ諸国の安泰に直接影響をもつ事項が入りていた

ためサウジアラビアのこのよ登校政策決定はアラブ

諸国に大書落波紋を専克た(第五2図)｡もし第4

回アラブ首脳会議が⑬月に予定通りに開催され各

首脳が過去の恩讐を越えてお互の立場を理解しアラ

ブ諸国の真の平和とイスラエルに対する万全の樹立のた

めにメンツをいさぎよく捨てて心ゆくまで話し合っ

ていた枚らば中東戦争における三度

の惨敗をみずにすんだかもしれない.

シナイ戦争後もヨルダン川に生活

の多くを依存している国一シリア祖ヨ

ノレダン･イスラエルｰ相互間に時折衝

突が起こったがこれとは別にアラブ

とイスラエルとの宿縁の魚も後を絶た

～匁かった.とくに1966年7月以降

シジアとイス多ユルの衝突ははげしさ

を増し国連安保理事会の席上におけ

るはげしい相互批判へと発農した.

7月25買シリア代表はヨルダン川分流計画施設に対

するイスラエル空軍の爆撃を激しく非難しイスラエル

代表はこの非難に対してこの爆撃はシリアの度重な

るイスヲ皿ル領侵入と破壊行為による戦争誘発行為紀対

する警告措置である&麻酬し同28目のシリア1イス

ラエル問題討議の席上においてシジアのトメｰ大使は

｢イスラエルはナイルからユｰフラテスまでの中東全域､

を支配しようとしており核兵器を造る漬も遠くない古

イスラエルのシオ差ズムこそ帝国主義侵略政策灼とイ

スヲ皿ルを攻撃した,このトメｰ大使の発言は三度

敗着の位置に立たされたアラブの戦に敗れたζとのく

やしさと勝者に対する憎しみおよびアラブの教育政策

の貧困さを卒直に物語っているように思われる(第!表).

アデン総勢

第2次世界大戦後エジプトにおける革新政権樹立を

機に因習ぽ包まれ恕封建色の濃いアヲビァ串島にも

民族主義の波がはげしい勢で押寄せその高波はイエｰ

メン革命をこの半島の一角ぽ打上げた｡最新武器を手

にした革命軍と強力なアラブ連合軍の前に王統派は後退

の一歩をだと1)その高波がアラビア半島南端に位置す

るイギリスの要衝アデンに打寄世るのは時間の問題とみ

られるに至岱た｡アデンは紅海の南端に位置し紅

海側常数の良港をもっているため王839年これに目を

つけたイギリスの支配下に入れられ醐7年にはスエ

ズ運河以東の軍蜜墓地建設を質的としたイギリスの直

轄殖民地になっ愁｡以来およそ25年間面積わずか194

鮎婁にすぎ校いアデンの原地人は古い大英布図の権力

をか凄にきた英軍のきびしい監視と統制の下は諦めの

生活を送ってはいたが1962年に起こった隣国イエｰメ

〃)革命を機に自主独立につづく氏族運動の遭をたど

りはじめた｡そうした折因習の申にようやく芽生え

花アデンの革新勢力侵透の阻止とア多ビア半島における

イギリスの威信の維持とを目的にしてイギリスは1963

第12図竃ルダン州ジ皿リ鶯の蘭方至駄搬付近�
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年早々アデンとその東部においてアラビア海に面す恐

保護領とを一括して面積約15万6千脇要人口約92万

の南アラビア連邦を結成した皿

しかし早期独立と革新政権樹立への塗はついた民族

主義暫たちはイギリスの意の凄薮に行動する封建的特

権階級打倒をめざしてテ漂行為を展開するに至りた昔

民族室義者団体対イギリスの争いとい簑跨点では確か

にこの闘争の展開はきわめて順調であっ恕かその後

前者カミ占領下南イエｰメン解放戦線(肌OSY)とより

急進的な民族解放戦線(Nぽ)との2団体に分立するに

およんでアデン紛争は複雑化した｡氏族主義者団体

の活動が活発&なりより広くより深く浸透するにつれ

て乱OSYとNL買の意見の対立カミ表面化し!966年4

周4属肌OSYのリｰダｰの一人ハイデル･シャムセ

ルがNは派に射殺される&いう察件に裏で発展し花｡

蝸?年春アデン市内では午前10時から正午までと午後

5時から7時まで舘潔テ濠行為が行なわれイギリスと

民族主義団体をの聞には危機をはらんだ対立がっずいた

がこの紛争も民族主義勢力を承認したイギリスの大

選溶敦策転換1はつて急転直下終緕を迎へるこあに

なり淀｡封建勢力を幸心&す馬親英政権はよる南アラ

ビア連邦独鋤滅る勢力の存続を胃内とする講態取捨を

計り花イキジスの政策は水泡紀帰じアデンは革新政

樹鐵る輝やかじい独宜の鷲を迎へるζと熔扱るので

齢る淋独立を屑繭悠してザ生み⑱著しみJとでもい

夢⑳懇彪る夢か輩新欝カ同瀞はる制砿ゆで次錦

隠泥沼へ&落人烈でいく､

蕪新欝カ拾頭当時､ア弟ン終は㎜斑些猪働組合を

室星する噌領下繭部解放機関以肌OS)との蟹派秘彪

ゆ繍叱れらは脳6年初頭熔統合養杓で眈OSY淡

結成慈れ危害じが篶羨濠荷為壷壁上作戦&するN醍

はア茅ブ違合一週倒の肌OS激の労針縫反第し禽壷

闘勢を員的として興｡跳蜜挟螢紡ち新盤猟鵬と

して復活した.イギリスの後退による南ア茅ビア連邦

政府の事実上の消滅によって共通の敵を失った革新政

力2派はかつては志を同じくして行動を共にしたにも

かかわらず流血対決への遣な歩く｡その底流にイ

ギリスのN岬への交渉の呼びかけ外部の革新派の存

在とその支援等が存在することは間違いない｡1967年

6月中東戦争はおいてアラブ連合が惨敗を喫して後

アラブ連合のFLOSYに対する支援は急速に弱まりこ

れを根本理由としてアデンにおける革新勢力はN班

中心に移行した.しかし少赦くとも現時点ではNLF

がアデンを完全掌握するまでに至っていない.このご

篤玉突柳疎講鰯の数育状況一驚(1960)
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エ搬年度の願遵賛糊ける

とはNLFによる政権樹立の困難さを示すと共に未

だNLFとFLOSYとの武力対決の場が残されている

こをを添す,しかし帯策戦争後のナ槍ル⑧政策転換

は整困する脱鵬Yの活動の純化は沈｡駆終肌買

&の劾決の不利慈を痛感させζれ&の戦記発全勝利を

褐鳶芯&鰻困難密を悟らせ革新勢力の協同国緕⑳必要

性をN瞭紀対じで呼びが/搾遼るこあ績溶算流倣縫

明は馨れる繭ア茅ビア連邦ぽもよう坤く茅呼ムｰ肋腰

元淡み克はじめ花色

イギリスの後退1はる封鑓駒勢力の弱化は新生商ア茅

ビア連邦の購設縫は不可欠のζ裟で蕗るか革新政権⑫

完全樹並は封建勢力の完全期壌を前提とし触才れぱなら

溶い出かつては皿メラル片の海に騒蜜れ液ζの地縫

権力を講欄愁封嬢勢力は確か陵そのカを大幅間男めら

総は篶施秘消滅せず恥｡&眈鵬Y&の和平ムｰ

ドの隙をついて再び清発な動慧を屍せてい蔦､そし

てユ967年!王別こは死者300人逮捕者3000人の殺りく

の場を生んだ.

古い伝統に生きてきたイギリスはその殖民地政策の

記録ろ上に南アラビア問題処理について大き柱汚点を

残した.イ判以が鰺一デシァにおける失敗と全く

同様の失敗を南アラビアにおいて繰返した理由は何であ

ったるうか｡イギリスの有力紙オブザｰバｰは｢ソ連

やアラブ連合抵ど外側からの脅威に対する最強の解毒剤

が実は地元の氏族主義感情と真の独立であることを理

解しなかりた結果である｣と述べている｡もちろん

イギリスがそのよう扱政策を実行したかったということ�
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では次く先に述べたようにその政策の実行の時機が

余りにも遅きに失しだということであろう.これも変

転きわまり泣い塊代の世の申で過去の大英帝国の栄光

と威信を頼みがちなイギリスの政策の現われであろうか.

イギリスがアジア地域に進出して久しい.しかし

東･西両陣営の対立激化に伴う防衛費の支出の増額は

経済危機に直面するイギリスにアジア地域からの軍の

撤退を余儀なくさせることになった.当然か遇然か

アデンからの撤退表明と時を相前後して発表された国防

白書によればイギリスはユ970年代中期までにホンコ

ンを除く極東地域からの軍事力撤退を実行するという.

この計画の実行による軍事費の軽減は約2000億円とい

われ多分経済危機に直面しているイギリスにとって

は経済好転に大いに役立つであろう.しかし極東

および中東さらにはアフリカからの撤退開始後および

撤退後に砦然発生する政治1軍事局面の転換･展開につ

いてイギリスはその政策プランの上にどのように画いて

いるのだろうか.蝸8年9月蟹貫アフリカ唯一のイ

ギリスの保護領スワジランドが独立しアフリカにおけ

るイギリスの勢力は消滅する山1970年代後半にはホ

ンコンを除いてアフリカ･中東1アジアからのイギリ

スの威信も消滅する.最後に残る東洋の真珠ホンコン

(篤13図)現在でさ克反英闘争力泊昼堂冷と行なわれて

いるホンコンが極東におけるイギリスの唯一の標点と

して永久に息づくζとが経済危機に基因する軍事力の

大胆な引揚げに踏切りたイギリスの政策の申にどの程

度の確信の上に立って焼付けられているのだろうか.

ホンコンはイギリスにとってきわめて経済的価値の

高い極東に篤ける接点ではあるがそれ以上に原地の

入冷にとってほ真の故郷であり経済的標点である古

イギリスは唯軍の撤退ということ怒げでは放くその

殖民地政策について先に述べたオブザｰバｰの論評依

深く耳を傾ける必要があるのではなかるうか.ひとり

イギリスにとどまらず人類の平獅を請う現在の世の中

では植民地が存在するζと自体が疑問に思えるのだが｡

(つづく)(繁者は核照料蔵源課)

第エ脳蟄.ビクトリアビｰク秘も箆淀泳ン独ン(番潜)瀞潮ま九竜

第王聰も｡番溝の泳五螢潜誉の舟

1新刊紹介1

グリｰン･タフ(緑亀凝豚碧)

理学籍士大津緩蕃

グリｰン･タフの研究が本格的に行な義)れ顯したのは

昭和25年以後であってとくに数集飾に激闘燥の恥部で黒

鉱冷床が発見されて以来急連1ζチｰ鋤瀦加して書だ.

箸煮は照和2碑以来現在家で2悼近く'グリｰン1タフ地

域の地質調査研究紀従繋してき次ベテランで細る｡本書

では昭和25年以後婿細工年差で晦れ匁調査研究論文を

たとえ著者と意見をことにする学説で黙っても客観的に

紹介している.したがって本警をよめば曜綱1年まで

のグリｰン1表フの研究論文のダイジストをしることがで

きる,この種の科学の紹介欝にはしばしば自分の学

説を強調する余1)鴛見をことにする学説を省蘭各するか

もしくはごく簡集にふれていることがあるが本欝ではそ

のよう枚じとが拙'｡この点本書は原著論文をみる機

会の少ない地方の人とか現場の仕事に従事しすこぶる多

忙な人匁星にはとくに便利である地学関係の方は

晋ひユ冊座施に蟹いておかれることをおすすめする｡

グリｰン1券フ新書版型本文233頁定価480円

発行ラティス杜発売丸善株式会社�
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